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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　揺動軸心（Ｃ）廻りに揺動可能に枢結された第１部材（１）と第２部材（２）とを備え
、上記第１部材（１）側に固着される一対の対面板片（１３）（１３）から成る保持部（
３）を有し、略円盤形状のギア部材（４）の左右両側面（４ａ）（４ｂ）に円形低突隆部
（２４）（２４）を突設すると共に該円形低突隆部（２４）（２４）の摺接外周面（２４
ａ）（２４ａ）を上記対面板片（１３）（１３）に貫設した円形支持孔（１３ａ）（１３
ａ）に摺動可能として、上記ギア部材（４）を回転自在に保持させ、さらに、上記揺動軸
心（Ｃ）に沿って上記ギア部材（４）には非円形の貫通孔（２３）が貫設され、
　上記保持部（３）には、くさび形空間部（５）が形成され、該くさび形空間部（５）内
にて移動可能であると共に一面側が上記ギア部材（４）に噛合可能な歯面（７）とし他面
側が上記くさび形空間部（５）のくさび面（９）に当接する当接面（８）とした浮動くさ
び部材（６）を備え、上記第２部材（２）に対する上記第１部材（１）の一方向（Ａ）へ
の相対的な揺動を可能としつつ他方向（Ｂ）への相対的な揺動を多段階で規制して所定の
傾斜角度（θ）で保持する角度調整機構（１９）を構成し、
　さらに、上記第２部材（２）に対する上記第１部材（１）の揺動が規制される他方向（
Ｂ）へ回転抵抗モーメント（Ｍ）を常時付与する渦巻きばね（１０）を備え、
　上記浮動くさび部材（６）の側端面に当接乃至近接して該浮動くさび部材（６）を上記
くさび形空間部（５）内に保持して上記渦巻きばね（１０）に該浮動くさび部材（６）が
噛み込むのを防止するためのインナーワッシャ（１５）を、上記保持部（３）の外方面と
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上記渦巻きばね（１０）の間に介設し、かつ、上記対面板片（１３）（１３）及び上記イ
ンナーワッシャ（１５）を鋲着部材（４５）（４５）によって上記第１部材（１）に固着
し、
　上記貫通孔（２３）に左右いずれからでも挿入可能な枢結軸（２０）を上記第２部材（
２）の一端部に突設し、該枢結軸（２０）は、上記ギア部材（４）の貫通孔（２３）に対
して挿入離脱自在に挿入される非円形状の嵌入軸部（２１）と、先端縁（２０Ａ）を２分
割状に形成するスリット（１６）を有するバネ受け軸部（２２）とを、一体に有し、
　該枢結軸（２０）を上記ギア部材（４）に挿通すると共に、上記渦巻きばね（１０）の
内端部（１２）を上記バネ受け軸部（２２）の上記スリット（１６）に挿入して止着し、
かつ、上記渦巻きばね（１０）の外端部（１１）を上記第１部材（１）の一部に止着した
状態で、一対のプラスチックカバー半体（４０）（４０）から成るケーシング部材（１４
）によって上記渦巻きばね（１０）と上記角度調整機構（１９）を包囲状に外装して、該
ケーシング部材（１４）に該渦巻きばね（１０）と上記角度調整機構（１９）を内蔵させ
たことを特徴とする角度調整具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、角度調整具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、チェアやソファー等の椅子に設けられたヘッドレスト、背もたれ、肘掛け等のレ
スト部を、リクライニング可能とする角度調整具が使用されている。
　本発明者は、特許文献１記載のように、レスト部の連結箇所を所定多段階の傾斜角度で
保持できる角度調整具を提案してきた。
　特許文献１記載の角度調整具は、レスト部を、一方向へはカチカチと音をたてつつ極め
て軽く揺動させ、他方向への揺動を多段階に規制して姿勢を保持する構造であった。　　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４４１８５１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の角度調整具は、レスト部等を一方向へ揺動させる際に、小さな力で軽く
揺動させることができる反面、ほとんど手応えが無く、所望の角度を行き過ぎて揺動させ
てしまうことが度々あった。また、レスト部の他方向への揺動を多段階で規制して姿勢を
保持することが可能であったが、レスト部の前後方向に生じる微小角度でのガタつきを抑
制することはできなかった。
【０００５】
　そこで、本発明は、ガタつきを防止して使い勝手の良い角度調整具を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る角度調整具は、揺動軸心廻りに揺動可能に枢結された第１部材と第２部材
とを備え、上記第１部材側に固着される一対の対面板片から成る保持部を有し、略円盤形
状のギア部材の左右両側面に円形低突隆部を突設すると共に該円形低突隆部の摺接外周面
を上記対面板片に貫設した円形支持孔に摺動可能として、上記ギア部材を回転自在に保持
させ、さらに、上記揺動軸心に沿って上記ギア部材には非円形の貫通孔が貫設され、上記
保持部には、くさび形空間部が形成され、該くさび形空間部内にて移動可能であると共に
一面側が上記ギア部材に噛合可能な歯面とし他面側が上記くさび形空間部のくさび面に当
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接する当接面とした浮動くさび部材を備え、上記第２部材に対する上記第１部材の一方向
への相対的な揺動を可能としつつ他方向への相対的な揺動を多段階で規制して所定の傾斜
角度で保持する角度調整機構を構成し、さらに、上記第２部材に対する上記第１部材の揺
動が規制される他方向へ回転抵抗モーメントを常時付与する渦巻きばねを備え、上記浮動
くさび部材の側端面に当接乃至近接して該浮動くさび部材を上記くさび形空間部内に保持
して上記渦巻きばねに該浮動くさび部材が噛み込むのを防止するためのインナーワッシャ
を、上記保持部の外方面と上記渦巻きばねの間に介設し、かつ、上記対面板片及び上記イ
ンナーワッシャを鋲着部材によって上記第１部材に固着し、上記貫通孔に左右いずれから
でも挿入可能な枢結軸を上記第２部材の一端部に突設し、該枢結軸は、上記ギア部材の貫
通孔に対して挿入離脱自在に挿入される非円形状の嵌入軸部と、先端縁を２分割状に形成
するスリットを有するバネ受け軸部とを、一体に有し、該枢結軸を上記ギア部材に挿通す
ると共に、上記渦巻きばねの内端部を上記バネ受け軸部の上記スリットに挿入して止着し
、かつ、上記渦巻きばねの外端部を上記第１部材の一部に止着した状態で、一対のプラス
チックカバー半体から成るケーシング部材によって上記渦巻きばねと上記角度調整機構を
包囲状に外装して、該ケーシング部材に該渦巻きばねと上記角度調整機構を内蔵させたも
のである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の角度調整具によれば、揺動前後方向のガタつきを抑制することができ、かつ、
一方向への揺動にも適度の手応えを与えることができ、落ち着いた印象と高級感を出すこ
とができる。また、第１部材を一方向へ所定の傾斜角度まで揺動させて規制を解除した後
は、自動で他方向に一気に傾倒させることができる。全体をコンパクト化でき、省スペー
スで、かつ、コストダウンが図られ、なおかつ、スマートなデザインに仕上げることがで
きる。角度調整機構や渦巻きばねがケーシング内に内蔵されているため、表皮が噛み込ん
だり、ウレタンが食い込むことが少ない。しかも、組立作業が楽になり、また、部品を紛
失することも少なくできる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の角度調整具の実施の一形態を示した斜視図である。
【図２】本発明の角度調整具を示した斜視図である。
【図３】本発明の角度調整具の分解斜視図である。
【図４】本発明の角度調整具を用いた家具を示した説明用斜視図である。
【図５】要部拡大説明図である。
【図６】角度調整機構を示した要部拡大説明図である。
【図７】本発明の角度調整具の作用説明図である。
【図８】本発明の角度調整具の作用説明図である。
【図９】本発明の角度調整具の作用説明図である。
【図１０】本発明の角度調整具の作用説明図である。
【図１１】本発明の角度調整具の作用説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、実施の形態を示す図面に基づき本発明を詳説する。
　図１～図３に示すように、本発明の角度調整具は、揺動軸心Ｃ廻りに揺動可能に枢結さ
れた第１部材１と第２部材２とを備え、第２部材２に対する第１部材１の一方向Ａへの相
対的な揺動を可能としつつ他方向Ｂへの相対的な揺動をギアの噛合により多段階で規制し
て所定の傾斜角度θで保持する角度調整機構１９を具備している。さらに、第２部材２に
対する上記第１部材１の揺動が規制される他方向Ｂへ回転抵抗モーメントＭを常時付与す
る渦巻きばね１０を備え、その渦巻きばね１０と角度調整機構１９をケーシング部材１４
に内蔵させている。
【００１０】
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　本発明の角度調整具は、例えば、図４と図５に示すように、固定側の被取付部材４９に
揺動自在にレスト部５０が付設される家具５１に用いられる。第１部材１と第２部材２の
内、いずれか一方をレスト部５０に取着し、他方を被取付部材４９に取付け、レスト部５
０を一方向Ａへ揺動させる際に、角度調整機構１９によってレスト部５０の他方向Ｂへの
揺動を（多段階で）規制し、かつ、渦巻きばね１０の回転抵抗モーメントＭによって、噛
合するギアを他方向Ｂへ押し付けてガタつきを防止する弾発付勢力をレスト部５０に付与
している。
　なお、本発明に於て、「揺動を多段階で阻止する」とは、レスト部５０を一方向Ａに揺
動させることができる範囲内で、等ピッチで１０段階以上の姿勢保持角度を設定し、一方
向Ａに揺動したレスト部５０が他方向Ｂに戻らないように段階的に規制することを意味す
る。
【００１１】
　図４・図５では、本発明の角度調整具は、被取付部材４９としての背もたれ部に第２部
材２を固着し、この背もたれ部の上端に付設されるレスト部５０としてのヘッドレストに
第１部材１を固着している。このように、固定側の背もたれ部に揺動自在に取着されたヘ
ッドレストを備える家具５１に於て、本発明の角度調整具は、背もたれ部とヘッドレスト
を角度調整可能に連結するために用いられる関節金具である。なお、本発明の角度調整具
は、座部の両側に角度調整可能な肘掛け部を取付けたチェアやソファー等の椅子や、座部
の前端に角度調整可能なフットレストを取付けたチェアやソファー等の椅子、又は、座部
と背もたれ部を備える座いす等にも使用可能であり、２つの構成部材が揺動するものに組
み込み可能である。その他、扉を揺動開閉させる棚等にも使用できる。
【００１２】
　図３に示すように、第１部材１・第２部材２は、略矩形状の金属板から成る取付部１Ａ
・２Ａを有し、この取付部１Ａ・２Ａには、家具５１の被取付部材４９及びレスト部５０
等にボルトやビスで固着するための複数の取り付け用小孔３３が形成されている。第１部
材１の一端部には、鋲着孔３４を貫設した固着部１Ｂが設けられている。
　ケーシング部材１４は、剛性樹脂製の外装部材であって、一対の（２分割状）プラスチ
ックカバー半体４０，４０から成る。プラスチックカバー半体４０，４０には、夫々の組
み合わせ対応位置に、挿入ピンと挿入口が形成されており、外観上スマートに組立てられ
るように形成されている。
　渦巻きばね１０は、金属製ゼンマイばねであって、その外端部１１が、くの字状に折り
曲げられている。渦巻きばね１０の内端部１２は、ストレート状に形成されており、後述
のスリット１６に挿入可能な形状とされている。
【００１３】
　角度調整機構１９は、第１部材１側に設けられる保持部３を有し、保持部３に略円盤形
状のギア部材４を揺動軸心Ｃ廻りに回転自在に保持させると共に、揺動軸心Ｃに沿ってギ
ア部材４に非円形の貫通孔２３を貫設し、貫通孔２３に左右いずれからでも挿入可能な枢
結軸２０を、第２部材２の一端部に突設している。
　保持部３は、（左右）一対の対面板片１３，１３から成り、第１部材１の固着部１Ｂを
挟み込むようにして鋲着されている。対面板片１３，１３には、ギア部材４を回転自在に
枢着・保持するための円形支持孔１３ａ，１３ａが揺動軸心Ｃと同心状に貫設されている
。
【００１４】
　図３と図６に示すように、ギア部材４は、貫通孔２３の軸心点Ｐを中心とする（外周の
）円弧上に押し返し突部４１を突設し、この押し返し突部４１から図中矢印Ａ方向の同円
弧上に、四半円（９０°）を少し（１０°～３０°）越える範囲（１００°～１２０°）
に渡って、凹凸ギア歯２５…を有している。凹凸ギア歯２５…の形成される範囲の終端部
には、軸心点Ｐを中心とする円弧上に押し出し突部４２突設している。また、このギア部
材４に於て、その左右両側面４ａ，４ｂに貫通孔２３の軸心点Ｐを中心とする円形低突隆
部２４，２４を突設し、円形低突隆部２４，２４の摺接外周面２４ａ，２４ａを、対面板
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片１３，１３に貫設した円形支持孔１３ａ，１３ａに摺動可能として枢着・保持されてい
る。さらに、ギア部材４は、貫通孔２３の軸心点Ｐを中心とする凹凸ギア歯２５のギア半
径Ｒ１に対し、軸心点Ｐを中心とする摺接外周面２４ａ，２４ａの半径Ｒ０を、６０％～
８０％に設定している。仮に、ギア半径Ｒｇに対して、半径Ｒ０を、６０％より小さく設
定した場合には、凹凸ギア歯２５に対する軸としての円形低突隆部２４が小径となるため
、軸ブレの原因となる虞れがある。また、円形支持孔１３ａと摺接外周面２４ａとの接触
面積を充分に大きくとれないため、ギア部材４の強度が不足する虞れがある。また、ギア
半径Ｒｇに対して、半径Ｒ０を、８０％より大きく設定した場合、軸受としての対面板片
１３，１３の強度が低下する虞れがある。なお、ギア部材４の貫通孔２３は、図例では正
六角孔状に形成されているが、四角孔状乃至多角孔状とするも良い。
【００１５】
　第２部材２の枢結軸２０には、ギア部材４の貫通孔２３に対して挿入離脱自在に挿入さ
れる非円形状の嵌入軸部２１と、先端縁２０Ａを２分割状に形成するスリット１６を有す
るバネ受け軸部２２とが、（同一軸心状に）一体形成されている。この枢結軸２０をギア
部材４の貫通孔２３に挿通した状態下で、渦巻きばね１０の外端部１１を第１部材１の一
部に止着すると共に、渦巻きばね１０の内端部１２をバネ受け軸部２２のスリット１６に
止着している。
　嵌入軸部２１は、ギア部材４の貫通孔２３に対応して正六角柱形状に形成されている。
バネ受け軸部２２は、嵌入軸部２１に延設される短寸円柱状であって、スリット１６が、
枢結軸２０の軸心点をラジアル方向に横断するように一文字状に形成されている。
【００１６】
　保持部３には、くさび形空間部５が形成され、くさび形空間部５内にて移動可能である
と共に一面側がギア部材４に噛合可能な歯面７とし他面側がくさび形空間部５のくさび面
９に当接する当接面８とした浮動くさび部材６を備えている。
　図６に於て、くさび形空間部５は、対面板片１３に貫設されたくさび形窓部であって、
揺動軸心Ｃ寄りの内方側を円弧面２６とし、外方側に円弧状のくさび面９を形成している
。くさび面９は、揺動軸心Ｃと偏心状となる誘導軸心Ｙを中心として形成されている。つ
まり、図６に於ける時計廻り方向（図中矢印Ｂ方向）に近づくにつれて、くさび面９と円
弧面２６の間が次第に小さくなる（縮小する）ように形成されている。また、内方側の円
弧面２６から突設し、浮動くさび部材６を誘導する段付部２８を形成している。また、凹
凸ギア歯２５と噛合していない状態（噛合解除状態）の浮動くさび部材６を収納可能な退
避空間部２９を有している。
【００１７】
　浮動くさび部材６は、一対の対面板片１３，１３に形成されたくさび形空間部５，５に
、各々挿通されて保持されている。つまり、浮動くさび部材６は、対面板片１３，１３の
間隙寸法よりも僅かに大きく形成され、くさび形空間部５に挿通した状態で、対面板片１
３，１３の外方面から両側端部を突出している。浮動くさび部材６は、一面側を歯面７と
し、かつ、他面側にくさび面９に当接する円弧状の当接面８を形成している。浮動くさび
部材６は、段付部２８に当接して、凹凸ギア歯２５から離間する方向に自らを誘導する誘
導勾配面２７を有し、この誘導勾配面２７は、歯面７の後縁部に形成されている。
　浮動くさび部材６は、ギア部材４とくさび面９との間に生まれた空間に介在し、浮動く
さび部材６の当接面８側には、弾発部材１７を備えている。弾発部材１７は、帯状の鋼板
材から成る板バネであり、浮動くさび部材６の当接面８の中央部に当接して、浮動くさび
部材６をギア部材４へ押し付ける方向に弾発付勢している。以上の構成により、浮動くさ
び部材６は、歯面７がギア部材４に噛合し、かつ、当接面８がくさび面９に当接して、ギ
ア部材４の他方向Ｂへの回転を規制するように構成している。
【００１８】
　図３に示すように、保持部３の外方面側に、浮動くさび部材６と渦巻きばね１０との干
渉を防止するインナーワッシャ１５を介設している。
　インナーワッシャ１５は、対面板片１３と略同一の輪郭形状を有する薄板片状であって



(6) JP 5177719 B1 2013.4.10

10

20

30

40

50

、保持部３（の対面板片１３）の外方面から突出する浮動くさび部材６の側端部に当接乃
至近接している。インナーワッシャ１５は、渦巻きばね１０に浮動くさび部材６が噛み込
まないように、浮動くさび部材６をくさび形空間部５内に保持している。インナーワッシ
ャ１５は、揺動軸心Ｃに沿って枢結軸２０（のバネ受け軸部２２）を挿通するための（円
形状）挿通孔１５ａを有している。
　保持部３（対面板片１３，１３）及びインナーワッシャ１５は、上下一対の鋲着部材４
５，４５によって第１部材１に固着されている。また、第１部材１、保持部３、インナー
ワッシャ１５、及び、ケーシング部材１４を貫通して鋲着すると共に、ケーシング部材１
４内の渦巻きばね１０の外端部１１を（第１部材１側に）止着するリベット１８を有して
いる。リベット１８は、ケーシング部材１４の外方側から小径のワッシャ３５を取付けら
れてカシめられている。第２部材２は、枢結軸２０をギア部材４に挿通しつつ渦巻きばね
１０の内端部１２をバネ受け軸部２２のスリット１６に止着させた状態で、ケーシング部
材１４の外方側から先端縁２０Ａに薄板片状係着部材４６を取付けて、カシめ（又は打込
み固定）されている。
【００１９】
　上述した本発明の角度調整具の使用方法（作用）について説明する。
　図４と図５に示すように、本発明の角度調整具は、被取付部材４９に固着した第２部材
２の軸心線Ｌ２に対して、レスト部５０に固着した第１部材１の軸心線Ｌ１が、斜め後方
３０°に傾斜した状態（揺動開始角度θ１＝－３０°）から揺動軸心Ｃ廻りに揺動し、レ
スト部５０（第１部材１）が斜め前方４２°に傾斜した状態（揺動終了角度θ２＝４２°
）になるまで、一方向Ａ（以下、Ａ方向とする）へ揺動する。この際、角度調整機構１９
の作用により、レスト部５０の他方向Ｂ（以下、Ｂ方向とする）への揺動（傾倒）が多段
階で規制され、被取付部材４９に対してレスト部５０が所望の姿勢で保持される。その後
、レスト部５０（第１部材１）が、さらにＡ方向（前方）に揺動して、角度調整機構１９
の規制状態を解除し、レスト部５０のＢ方向への揺動が可能となって揺動開始状態に復帰
するまでを１周期として角度調整具の動作を説明する。
【００２０】
　図７と図１１に示すように、第２部材２（被取付部材４９）に対して第１部材１（レス
ト部５０）が揺動開始角度θ１（斜め後方３０°）に傾斜した状態から、回転抵抗モーメ
ントＭに抗して、第１部材１をＡ方向へ揺動させる。この際、浮動くさび部材６の歯面７
は、ギア部材４の凹凸ギア歯２５に噛合する（図１１（ａ）参照）。第１部材１がＡ方向
へ揺動すると、図１１（ｂ）に示すように、浮動くさび部材６の当接面８は、くさび面９
から離れて僅かな間隙ｇを生じる。そして、図１１（ｃ）に示すように、さらにＡ方向に
第１部材１を揺動させると、浮動くさび部材６の誘導勾配面２７がくさび形空間部５の段
付部２８に当接し、歯面７と凹凸ギア歯２５との噛合が一時的に解除され、歯面７が凹凸
ギア歯２５に弾かれるようにカチカチと音を立てつつ乗り越える。ここで、第１部材１の
揺動を所望の位置で停止すると、渦巻きばね１０の回転抵抗モーメントＭによりＢ方向へ
の弾発付勢力が付与されると共に、浮動くさび部材６の当接面８がくさび面９に当接し、
そのくさび作用により第１部材１のＢ方向への揺動は規制される。この際、渦巻きばね１
０は、回転抵抗モーメントＭをＢ方向へ作用させて、浮動くさび部材６の当接面８をくさ
び形空間部５のくさび面９に押し付けているため、第１部材１（レスト部５０）がガタつ
くことなく、確実に姿勢を保持する。
【００２１】
　次に、図８に示すように、第１部材１が揺動終了角度θ２（斜め前方４２°）に傾斜す
るまで第１部材１（レスト部５０）を揺動させると、図１１（ｄ）に示すように、押し返
し突部４１が浮動くさび部材６に当接し、浮動くさび部材６を押圧する。図９に示すよう
に、さらにＡ方向に第１部材１（レスト部５０）を揺動させると、浮動くさび部材６は、
誘導勾配面２７をくさび形空間部５の段付部２８に摺接しつつ退避空間部２９に案内（誘
導）される（図１１（ｅ）参照）。浮動くさび部材６が退避空間部２９に収納されると、
歯面７と凹凸ギア歯２５の噛合は解除され、Ｂ方向への揺動が自由になり、規制解除状態
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となる。そして、図１０に示すように、第１部材１（レスト部５０）をＢ方向へ揺動させ
、揺動開始角度θ１（斜め後方３０°）に傾斜した状態まで復元すると、図１１（ｆ）に
示すように、押し出し突部４２が浮動くさび部材６に当接し、浮動くさび部材６を退避空
間部２９から押し出す。このようにして、再び図１１（ａ）に示す状態として、歯面７が
凹凸ギア歯２５に噛合し、第１部材１（レスト部５０）のＢ方向への揺動規制状態を復元
する。
【００２２】
　なお、本発明は、設計変更可能であって、図示省略するが、第１部材１・第２部材２は
、取付部１Ａ・２Ａを所望の形状に設計変更することが可能である。例えば、取付部１Ａ
・２ＡをＬ字アーム状としたり、雄ネジを有するボルト状とするも好ましい。また、第１
部材１・第２部材２は、組み合わせを自由に選択することが可能で、角度調整具の使用用
途や取付部１Ａ・２Ａの家具５１等への固定方法によって多様な形態を採用することがで
きる。
【００２３】
　以上のように、本発明に係る角度調整具は、揺動軸心Ｃ廻りに揺動可能に枢結された第
１部材１と第２部材２とを備え、第２部材２に対する第１部材１の一方向Ａへの相対的な
揺動を可能としつつ他方向Ｂへの相対的な揺動をギアの噛合により多段階で規制して所定
の傾斜角度θで保持する角度調整機構１９を具備し、さらに、第２部材２に対する第１部
材１の揺動が規制される他方向Ｂへ回転抵抗モーメントＭを常時付与する渦巻きばね１０
を備え、渦巻きばね１０と角度調整機構１９をケーシング部材１４に内蔵させたので、第
１部材１と第２部材２の揺動前後方向のガタつきを抑制することができ、かつ、第１部材
１の一方向Ａへの揺動にも適度の手応えを与えることができ、落ち着いた印象と高級感を
出すことができる。また、第１部材１を一方向Ａへ所定の傾斜角度まで揺動させて規制を
解除した後は、自動で他方向Ｂに一気に傾倒させることができる。全体をコンパクト化で
き、省スペースで、かつ、コストダウンが図られ、なおかつ、スマートなデザインに仕上
げることができる。角度調整機構１９や渦巻きばね１０がケーシング部材１４に内蔵され
ているため、表皮が噛み込んだり、ウレタンが食い込むことが少ない。しかも、組立作業
が楽になり、また、部品を紛失することも少なくできる。
【００２４】
　また、固定側の被取付部材４９に揺動自在にレスト部５０が付設される家具５１に用い
られ、第１部材１と第２部材２の内、いずれか一方をレスト部５０に取着し、他方を上記
被取付部材４９に取付け、レスト部５０を一方向Ａへ揺動させる際に、角度調整機構１９
によってレスト部５０の他方向Ｂへの揺動を規制し、かつ、渦巻きばね１０の回転抵抗モ
ーメントＭによって、噛合するギアを他方向Ｂへ押し付けてガタつきを防止する弾発付勢
力をレスト部５０に付与しているので、レスト部５０を揺動させる際に、落ち着いた印象
を与え、ガタつきを低減することができ、高級感を出すことができる。
【００２５】
　また、角度調整機構１９は、第１部材１側に設けられる保持部３を有し、保持部３に略
円盤形状のギア部材４を揺動軸心Ｃ廻りに回転自在に保持させると共に、揺動軸心Ｃに沿
ってギア部材４に非円形の貫通孔２３を貫設し、貫通孔２３に左右いずれからでも挿入可
能な枢結軸２０を、第２部材２の一端部に突設し、保持部３には、くさび形空間部５が形
成され、くさび形空間部５内にて移動可能であると共に一面側がギア部材４に噛合可能な
歯面７とし他面側がくさび形空間部５のくさび面９に当接する当接面８とした浮動くさび
部材６を備え、第２部材２に対する第１部材１の一方向Ａへの揺動を可能とし、かつ、他
方向Ｂへの揺動を多段階で規制して所定の傾斜角度θで保持するように構成しているので
、コンパクトに設計することができ、省スペースで椅子等の内部に設置容易であり、使い
勝手が良い。また、部品点数も少なく済みコストダウンが図られ、かつ、スマートなデザ
インに仕上げることができる。
【００２６】
　また、枢結軸２０には、ギア部材４の貫通孔２３に対して挿入離脱自在に挿入される非
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円形状の嵌入軸部２１と、先端縁２０Ａを２分割状に形成するスリット１６を有するバネ
受け軸部２２とが、一体に形成され、渦巻きばね１０の外端部１１を第１部材１の一部に
止着すると共に、渦巻きばね１０の内端部１２をバネ受け軸部２２のスリット１６に止着
しているので、渦巻きばね１０の回転抵抗モーメントＭを確実に働かせることができ、レ
スト部５０のガタつきを著しく低減させることができる。
【００２７】
　また、保持部３の外方面側に、浮動くさび部材６と渦巻きばね１０との干渉を防止する
インナーワッシャ１５を介設しているので、浮動くさび部材６が渦巻きばね１０に噛み込
むことによる故障を防止できる。
【符号の説明】
【００２８】
　１　第１部材
　２　第２部材
　３　保持部
　４　ギア部材
　４ａ，４ｂ　左右両側面
　５　くさび形空間部
　６　浮動くさび部材
　７　歯面
　８　当接面
　９　くさび面
　１０　渦巻きばね
　１１　外端部
　１２　内端部
　１３　対面板片
　１３ａ　円形支持孔
　１４　ケーシング部材
　１５　インナーワッシャ
　１６　スリット
　１９　角度調整機構
　２０　枢結軸
　２０Ａ　先端縁
　２１　嵌入軸部
　２２　バネ受け軸部
　２３　貫通孔
　２４　円形低突隆部
　２４ａ　摺接外周面
　４０　プラスチックカバー半体
　４５　鋲着部材
　４９　被取付部材
　５０　レスト部
　５１　家具
　Ａ　一方向
　Ｂ　他方向
　Ｃ　揺動軸心
　θ　傾斜角度
　Ｍ　回転抵抗モーメント
【要約】
【課題】ガタつきを防止して使い勝手の良い角度調整具を提供する。
【解決手段】揺動軸心Ｃ廻りに揺動可能に枢結された第１部材１と第２部材２とを備え、
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第２部材２に対する第１部材１の一方向Ａへの相対的な揺動を可能としつつ他方向Ｂへの
相対的な揺動をギアの噛合により多段階で規制して所定の傾斜角度で保持する角度調整機
構を具備し、さらに、第２部材２に対する第１部材１の揺動が規制される他方向Ｂへ回転
抵抗モーメントＭを常時付与する渦巻きばねを備え、渦巻きばねと角度調整機構をケーシ
ング部材１４に内蔵させている。
【選択図】図１

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】 【図１１】
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